
都市史 高円寺駅周辺

16N1001 青木和也
16N1010 石川怜
16N1026 宇野圭介
16N1031 大木雄介
16N1033 大島卓真
16N1097 徳原龍之介



高円寺昭和地図



高円寺

茶：独立建物（大）
緑：中高層建物
赤：神社・寺院
黄：道

現代の地図に昭和の地図をプロットしたもの

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず初めに、昭和の地図を現代の地図にプロットした。
この時点で昭和から現代にいたる変遷が伺える。
独立建物（大）：建物の短い辺が25メートル以上の独立した建物
中高層建物：最高の高さが１０メートルを超える建物
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高円寺駅北口ロータリー

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1945年（昭和20年）5月25日：東京大空襲により駅舎を焼失する。その後応急復旧する。
1949年（昭和24年）6月1日：日本国有鉄道発足。
1952年（昭和27年）：応急復旧した駅舎を全面改築する。

昭和30年代では、車での移動が主流でなかった為に駅前にロータリーは無く、独立建物（大）が沢山並んでいることが分かった。
現代では写真にも写っているようにバスやタクシーが巡回し、よく見る駅前の風景が伺えた。
昼間、夜いつ通りかかってもベンチに座りながら一服するサラリーマンや近隣住民の姿が見られた。
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高円寺駅南口ロータリー

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
北口と同様に、昭和では駅ぎりぎりにまで密集した独立建物（大）が並んでいた。
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高円寺駅線路沿い

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
線路沿いで一番変化があったのが、 杉並区立杉並芸術会館「座・高円寺」周辺であった。
2009年5月開館した座高円寺を中心に周辺の建物が建ち始めたのかは定かではないが、昭和にはほぼ建物がなく空き地状態であったことを考えると、芸術会館を設立することができる環境下にあったことが分かる。
因みに座・高円寺は伊藤豊雄設計の建物である。
車の普及とその空き地を関連付けて、コインパーキングなどもあり、駅周辺の環境がうまく作り上げられたのだと実感した。
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高円寺

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
高円寺は、1555年に中野成願寺三世建室宗正により開山された。
敷地は、昭和と現代を比べると少し狭くなっている。
少しでも多くの建物を建てる為に縮小したと単純に考えた。
1742年、1847年、1900年、1945年と、4度罹災し、堂舎や古記録類の多くを消失したらしく、
現在の本堂は昭和28年（1953年）に宮大工・中村青雲により再建された。
以上のことから、4度の罹災により敷地が縮小したと考えられる。
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高円寺北環七通り

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今回の調査で一番大きな変化が見られたのが環七通りだ。
駅前同様に車移動が主流でなかった為に、現在の環七通りはなく、人が通行するだけの細い道があり、建物までが立ち並んでいた。
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長仙寺

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
中野宝仙寺の住僧であった真秀（享保6年1721没）が、宝永元年（1704）当地に創建したと言われている長仙寺は高円寺と比べて創建が新しいからか、敷地が縮小されることはなく昭和と現代で大きく変わることはないみたいだ。



考察

✓車が今ほど普及していない昭和では、車が通る為の大きな
（道路）は無く、人々が生活するための必要最低限の幅を
持つ道しかなかった。

✓神社・寺院は基本的に変化することなく周辺環境との関係を
築いているが、罹災などにより敷地が縮小するケースがある。

✓昭和ではある程度の空き地があったが、現在は無駄な空間が
生まれないように窮屈な場所であっても建物が沢山並んでい
る。
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